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令和４年度 第１回
埼玉県ＳＤＧｓ庁内推進本部会議

議 題

（１）令和３年度の取組実績について

（２）令和４年度の取組について
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➤ 自治体におけるＳＤＧｓ達成に向けた取組を推進する
ために、平成３０年度に創設された国が選定する制度

➤ 経済・社会・環境の三側面における持続可能な開発目
標を実現するポテンシャルが高い都市地域が選定。

➤ 埼玉県は令和３年５月２１日に選定。

※全国で１５４都市が選定（R4.5現在）

（都道府県では１６道府県）

県が使用する
埼玉版ＳＤＧｓのロゴ

●『ＳＤＧｓ未来都市』に選定

（１）令和３年度の取組実績



●５か年計画の基本姿勢として反映
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「埼玉県５か年計画」の基本姿勢としてＳＤＧｓを掲げ、

全施策を貫く横断的な視点として反映。

（１）令和３年度の取組実績



埼玉県ＳＤＧｓ
パートナー登録制度 登録者数 ６３６者（Ｒ４．３．３１現在）

自らＳＤＧｓに取り組むプレイヤーを登録 ・「登録証」を付与、「埼玉県ＳＤＧｓパートナー」ロゴ使用

・埼玉りそな、武銀、県内4信金がパートナー向けのESG商品

を用意

埼玉県ＳＤＧｓ
官民連携プラットフォーム 会員数 920者（Ｒ４．３．31現在）

官民連携の場 ・シンポジウム等による普及・啓発

・SDGｓ達成に向けた施策の検討

●「企業・団体等」向け施策
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（１）令和３年度の取組実績



ＳＤＧｓアプリの開発

●「県民」向け施策
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令和３年１１月、動画やテキスト・クイズなどで

SDGsを楽しく理解できるアプリをリリース

ポイント付与メニュー

自治体、企業、団体等が実施する
ＳＤＧｓ関連イベントを随時発信

各部局のイベント掲載を
随時受付中
（※問合せは計画調整課まで）

ダウンロード数 ３，３８０ＤＬ
（令和4年３月31日現在）

（１）令和３年度の取組実績



県民や企業、NPO、大学、金融機関、各種団体など多様なステークホルダーとの協働を通じ、
ワンチーム埼玉でSDGsを推進

・ 埼玉県SDGs庁内推進本部での展開
・ 全施策を貫く横断的な視点として５か年計画に反映

先進的SDGs事業への支援

・アプリ「エスキューブ」の機能向上

・ 「エスキューブ」のさらなる普及

・学校・イベント等による意識醸成
埼玉県SDGs
官民連携

プラットフォーム

SDGsに取り組む企業・
団体等を登録する埼玉県
SDGsパートナー制度

取組へのサポートを充実 県民レベルの参加促進

連携して全県展開

部局横断で推進

企業・団体等 県 民

市町村

埼玉県

・官民連携の促進
・シンポジウム等の開催
・分科会による検討

企業・団体等の環境･社会・経済
の三側面の取組支援

企業・団体等のSDGs活動の進め方
に関するセミナーの開催等

理解促進

取組支援

登 録
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・ SDGｓに取り組む企業への新たな支援策を検討

（２）令和４年度の取組
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埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録制度

Ｒ３末登録者数：６３６者

埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム

Ｒ３末会員数：920者

● 令和４年度目標値の変更（案）

1,500者

（令和４年度末）

当初目標：1,200者
（令和４年度末）

当初目標： 700者
（令和４年度末）

1,000者

（令和４年度末）

（２）令和４年度の取組
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●官民連携での事業検討

① 「埼玉の豊かな水と緑を守り育む」分科会（令和３年４月設置）

② 「未来を創る人材への投資」分科会（令和３年４月設置）

埼玉版ＳＤＧｓ重点テーマ

引き続き分科会で事業内容を検討

【令和４年度の進め方】
・プラットフォーム会員に向けて、分科会において検討する事業を募集
・応募のあった事業についてマッチングし、官民連携で検討
・民間活力の導入など県の既存事業への新たな手法を検討
・民間事業者同士が実施する事業も積極的に検討

（２）令和４年度の取組
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●官民連携の取組

武蔵野銀行本店（５月）

連携先 内 容

テレ玉（４月） 「テレ玉ＳＤＧｓ推進キャンペーン」の協賛金の一部を
県の基金に寄附

イオンモール川口（４月） 衣類回収イベント「幸服リレー」の実施
（SDGｓの内容紹介、エスキューブのPR）

武蔵野銀行（５月） 本店ロビーで県のSDGｓの取組をPR

イオンモール春日部（５月） 学習イベント「SDGｓ１７の目標をワークショップで
学ぼう」の実施
（SDGｓの内容紹介、エスキューブのPR）

イオンモール川口（４月）

各部局でも官民連携の

取組の推進をお願い

します！

（２）令和４年度の取組


